
令和３年度 守谷市重点事業の概要



重点政策の4本柱

「わくわく子育て王国もりや」の実現に向けたまちづくり

「いきいきシニア王国もりや」の実現に向けたまちづくり

「地域主導・住民主導」によるまちづくり

「スマートデジタル王国もりや」の実現に向けたまちづくり 【新規】
に，財源の創出，資源の保全，災害に強いまちなどの

「王国もりや」の未来創り

を加えた 「フォープラスワン（４＋１）」 の 「もりやビジョン」 実現に向けた
まちづくりを進めます。

令和３年度 守谷市の重点政策

重点政策①

重点政策②

重点政策③

重点政策④

重点政策⑤



安全・安心に暮らせるまち 健やかに暮らせるまち こころ豊かに暮らせるまち
1 国土強靭化地域計画策定事業 6 地域子育て支援拠点事業 10 小学校ICT環境整備事業

2 避難施設整備運営事業 7 ひとり暮らし高齢者緊急通報体制
等整備事業

11 中学校ICT環境整備事業

3 交通安全施設整備管理事業 12 黒内小学校校舎増築事業

4 踏み間違い防止装置整備費補助金 8 不妊治療費等助成事業 13 守谷中学校校舎増築事業

5 自立・分散型エネルギー設備導入
促進事業

9 保健センター改修事業 14 郷州小学校校舎改修事業

15 御所ケ丘中学校校舎改修事業

16 愛宕中学校屋内運動場改修事業

17 学校給食センター改築事業

快適に暮らせるまち みんなで築くまち 信頼に応える行政経営
18 守谷SIC周辺まちづくり事業化支

援事業
22 まちづくり協議会推進事業 23 （仮）守谷市デジタルトランスフォー

メーション推進計画策定事業

19 坂町清水線整備事業

20 みずき野大日線整備事業

21 （仮称）守谷スマートIC整備事業

目 次 ※市の基本政策ごとに事業を区分しています。

令和2年度予算繰越事業

24 守谷駅東口利活用事業



第三次守谷市総合計画の策定に合わせ，守谷市国土強靭化地域計画を改定します。

１ 国土強靭化地域計画策定業務
大規模災害から市民の生命と財産を守り，地域への致命的な被害を
回避し，速やかな復旧復興ができるよう，第3次守谷市総合計画の策
定に合わせ改定します（R4からR8を計画期間）。

生活経済部 交通防災課【R3当初予算額 10,857千円】
区分 説明書

単独 P63

守谷市大山新田地区内での土のう積み作業
（令和元年10月台風19号）
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［1］国土強靭化地域計画策定事業

守谷市国土強靭化地域計画を改定します。

重点政策⑤



避難所環境の整備，防災倉庫・備品の拡充等を行い，避難所における良好な生活環境の充実を図ります。

１ 体育館空調設計（事業費48,026千円） 【新規】
避難所である市内公立小中学校13校の体育館に，非常電源付の空調設備を
整備するための設計を行います。

２ 避難所用備品
社会資本整備総合交付金を活用し，避難所用備品を整備します。
・各避難所収容人数分の資機材確保のための防災倉庫を5箇所に整備
（黒内小，御所小，守谷中，愛宕中，西板戸井）
・避難所に車いす用スロープを装備

生活経済部 交通防災課【R3当初予算額 69,117千円】
区分 説明書

補助 P60

防災倉庫
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［2］避難施設整備運営事業

避難所環境の向上を図ります。

重点政策③・⑤



交通事故を未然に防止するため，危険箇所への交通安全施設の整備と適切な維持管理を行い，歩行者や自転車等の
安全を確保します。

１ 交通安全施設工事
自治会・町内会からの要望や警察との協議により,安全施設を危険
箇所に設置します（カーブミラー，路面標示，車止めポール等）。
特に，通学路の安全対策を重点に実施します。

生活経済部 交通防災課【R3当初予算額 8,039千円】
区分 説明書

単独 P59

路面標示「学童注意」
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［3］交通安全施設整備管理事業

通学路の安全点検や危険箇所への対策を行います。

重点政策①



急発進防止装置の補助制度の創設により，高齢者の自動車運転時のペダル踏み間違えによる事故の防止を図ります。

１ 踏み間違い防止装置整備費補助金
自己の保有する自動車に急発進防止装置の設置費用の一部を補助します。
（75歳以上の方を対象に，設置費用の1/2（3万円上限）を補助）

生活経済部 交通防災課【R3当初予算額 1,500千円】
区分 説明書

単独 P59

アクセルペダルの踏み間違え
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［4］踏み間違い防止装置整備費補助金 【新規】
（交通安全対策事業）

高齢者のアクセル踏み間違え事故防止を推進します。

重点政策②



再生可能エネルギーを利用して充電ができる家庭用リチウムイオン蓄電池を設置した世帯に対して，予算の範囲内において
補助金を交付することで，再生エネルギーの有効利用と災害発生時の非常用電源の確保を図ります。

１ 事業概要
蓄電池は，太陽光パネルで発電された電気を充電して繰り返し使用することができる
機器であり，節電や二酸化炭素発生の抑制が期待されます。また，災害等で停電が
発生した場合の非常用電源としても活用できます。太陽光発電施設を設置している家
庭又は新規に太陽光発電施設を設置する家庭において蓄電池の導入に対する補助
金を交付することで，普及の促進を図ります。

補助件数:50件
補助金額:1設備 50,000円

２ 財源
茨城県自立・分散型エネルギー設備導入促進事業費補助金
補助金額:1設備 50,000円

生活経済部 生活環境課【R3当初予算額 2,500千円】
区分 説明書

補助 P34

家庭用蓄電池
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［5］自立・分散型エネルギー設備導入促進事業 【新規】
（環境啓発推進事業）

家庭用リチウムイオン蓄電池の設置に対して補助金を交付します。

重点政策⑤



地域子育て支援拠点事業を実施する民間保育所等を支援し，地域における子育て親子の交流の促進及び子育て支援
機能の充実を図ることで，保護者の子育てに関する不安感等を緩和し，児童の健やかな成⾧につなげます。

１ 主な事業内容
子育ての孤立化，子育ての不安感，子どもの多様な人々との
関わりの減等の子育てにおける課題の解消に向け，事業を民間
保育所にて実施しています。

２ 国が示す4つの基本事業
・子育て親子の交流の場の提供と交流の促進
・子育て等に関する相談，援助の実施
・地域の子育て関連情報の提供
・子育て及び子育て支援に関する講習等の実施
+ 守谷市の展開
・異年齢交流の推進，近隣施設との世代間交流

保健福祉部 すくすく保育課【R3当初予算額 30,373千円】
区分 説明書

補助 P109

親子交流事業

イメージ画像
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［6］地域子育て支援拠点事業

子育て中の保護者と子どもの交流の場の提供や，育児に関する不安の解消を図ります。

重点政策①



高齢者人口の増加や核家族化に伴い，ひとり暮らし高齢者の増加が予測されています。一人でも多くの高齢者が，可能
な限り住み慣れた地域・自宅で暮らし続けることができるよう，従来の「緊急通報システム」をリニューアルします。24時間365
日保健師や看護師等が利用者の健康相談に対応，熱中症見守り等の機能が追加されることで，高齢者の生活を支える
サービスの充実を図ります。

＜新たな緊急通報システム内容＞
１ 緊急時のかけつけ
緊急通報機器のボタンを押すと警備会社と常総広域消防本部に通報され，双方が
出動します。
２ 健康相談（病気や体調不良について）
24時間365日保健師や看護師等が，利用者の健康相談に対応します。
３ 熱中症見守り
熱中症指数が変化すると，緊急通報装置から音声メッセージで注意を促します。
４ 安否確認（センサーで自動確認）
空間センサーの反応が24時間ない場合，緊急時の駆け付けと同様に出動します。

保健福祉部 健幸⾧寿課【R3当初予算額 2,890千円】
区分 説明書

単独 P102

健康相談
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［7］ひとり暮らし高齢者緊急通報体制等整備事業

ひとり暮らし高齢者の24時間365日の安心を確保します。

重点政策②



不妊に悩む夫婦の保険適用外で高額の治療費がかかる特定不妊治療費に対し，経済的負担の軽減を行い，治療環境
を整えます。

１ 男性不妊治療への助成
特定不妊治療（体外受精・顕微授精），特定不妊治療に至る過程の一環として行われる男性不妊治療（精子を精巣
又は精巣上体から採取するための手術）を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図ります。

２ 不育症治療への助成 【新規】
妊娠はするが流産や死産を繰り返し生児を得られない場合に行われる不育症治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図り
ます。

保健福祉部 保健センター【R3当初予算額 9,950千円】

8

［8］不妊治療費助成事業

不妊治療に係る経済的負担を軽減します。

区分 説明書

単独 P94

重点政策①



保健センターは，平成4年に建設され，劣化が著しいことから，今後の効率的かつ効果的な維持保全及び施設の⾧寿命
化を図るため改修工事を実施します。
従来の機能に遊育（ゆういく）（※）に対応した機能を加え，市民の健康保持と子育て環境の充実を図ります。

１ 事業内容
建物内部の改修工事を実施します。
鉄筋コンクリート2階建て，建物延べ床面積:2,366.97㎡

・建物付帯設備:空調設備，エレベーター
・内装の改修:天井，壁，床，トイレ
・新設:2階に母子相談スペース，遊育スペースを設置

※遊育（ゆういく）とは，将来の生活に必要な基本動作を体を使った遊びの中で
バランスよく身につけてもらい元気なこども:健全な人間を育てることです。

保健福祉部 保健センター

保健センター
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［9］保健センター改修事業

施設の⾧寿化と子育て環境の充実を図ります。

重点政策⑤

【R3当初予算額 315,338千円】
区分 説明書

単独 P95



国が推進するGIGAスクール構想で構築した児童生徒1人1台の端末環境を有効に活用し，授業の質の向上，オンライン
やデジタルコンテンツの活用等により，学習活動や学校生活の一層の充実を図るための学校環境を整備します。

１ 主な経費
・タブレット型PC（既存端末入替分）101,802千円
1,680台（児童・教師）×55,000円/台×1.1 （税）
・授業支援ソフトウェア 12,161千円
授業支援ソフトウェア（MetaMoji），ドリル教材
・インターネット接続料 ５,614千円
・その他情報機器使用料 106,293千円
校務用PC，セキュリティ機器，電子黒板，Wi-Fiルーター等
・GIGAスクールサポーター配置 4,661千円

教育委員会 教育指導課
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［10］小学校ICT環境整備事業

ICTを活用し更なる教育活動の充実を図ります。

端末を使った授業

重点政策①・④

【R3当初予算額 247,097千円】
区分 説明書

単独 P158



国が推進するGIGAスクール構想で構築した児童生徒1人1台の端末環境を有効に活用し，授業の質の向上，オンライン
やデジタルコンテンツの活用等により，学習活動や学校生活の一層の充実を図るための学校環境を整備します。

１ 主な経費
・タブレット型PC（既存端末入替分） 43,630千円
720台（生徒・教師）×55,000円/台×1.1（税）
・授業支援ソフトウェア 5,509千円
授業支援ソフトウェア（MetaMoji），ドリル教材
・インターネット接続料 2,995千円
・その他情報機器使用料 53,792千円
校務用PC，セキュリティ機器，電子黒板，Wi-Fiルーター等
・GIGAスクールサポーター配置 2,062千円

教育委員会 教育指導課
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［11］中学校ICT環境整備事業

ICTを活用し更なる教育活動の充実を図ります。

端末を使った授業

重点政策①・④

【R3当初予算額 116,227千円】
区分 説明書

単独 P159



松並青葉地区の開発に伴う生徒の増加に対応するため，令和2年度から2年間かけて校舎の増築工事を行っています。

１ 増築工事の概要
（１）住 所 守谷市百合ケ丘二丁目2349番地
（２）構 造 鉄筋コンクリート造3階建
（３）教室数 教室数:16教室（普通教室15，音楽室1，給食配膳室）
（４）床面積 2,477㎡（職員室の増築分含む）
（５）工 期 令和2年9月19日～令和4年2月28日
（６）進捗状況（令和3年2月現在，進捗率11％）

①校舎増築・・仮設通路や造成（抜根・伐採），杭打ち終了
現在，基礎部分の工事に着手

②仮設校舎・・本体工事は完成し，現在，内装工事に着手
2月末には引き渡し予定

教育委員会 学校教育課

12

［12］黒内小学校校舎増築事業

生徒数増に伴い学校施設を整備します。

工事の状況

重点政策①

【R3当初予算額 725,837千円】
区分 説明書

補助 P134



松並青葉地区の開発に伴う生徒の増加に対応するため，令和5年4月供用開始に向け，令和3年度から2年間かけて
校舎の増築工事を行います。

１ 増築工事の概要
（１）住 所 守谷市百合ケ丘二丁目2675番地
（２）構 造 鉄筋コンクリート造3階建
（３）教室数 9教室（普通教室）
（４）床面積 1,290㎡（配膳室の増築29.5㎡除く）
（５）工 期 令和3年9月～令和4年12月末（予定）
（６）主な費用

①校舎増築・駐輪場整備:319,691千円（R4:479,536千円）
②駐車場整備:37,323千円

教育委員会 学校教育課
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［13］守谷中学校校舎増築事業

生徒数増に伴い学校施設を整備します。

増築校舎のイメージ

重点政策①

【R3当初予算額 363,262千円】
区分 説明書

単独 P139



建築後37年が経過し，経年劣化が著しく進んでいることから，令和2年度から2年間，校舎の大規模改修工事を行い，
施設の⾧寿命化を図るとともに，エレベーター棟を増築することにより，施設のバリアフリー化を図ります。

１ 工事の概要
（１）住 所 守谷市みずき野五丁目4番地
（２）構造等 鉄筋コンクリート造3階建，床面積5,441㎡
（３）内 容 屋上防水，外壁全面改修，教室内装改修，

廊下改修，エレベーター棟増築，受変電設備，
空調設備の更新等

（４）工 期 令和2年9月19日～令和4年2月28日
（５）進捗状況（令和3年2月時点，進捗率20％）

①校舎改修・・3階部分（普通教室，特別教室）の内装工事，
外壁の補修，屋上防水工事を実施中

②EV棟増築・・作図・鉄骨制作中

教育委員会 学校教育課
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［14］郷州小学校校舎改修事業

安全・安心な教育環境を整備します。

工事の状況

重点政策①

【R3当初予算額 657,408千円】
区分 説明書

補助 P135



建築後36年が経過し，経年劣化が著しく進んでいることから，校舎の大規模改修工事を行い，施設の⾧寿命化及び教
育環境の向上を図ります。

１ 校舎の概要
（１）建築年 昭和60年3月（建築年数:36年）
（２）所在地 守谷市御所ケ丘四丁目16番地
（３）構 造 鉄筋コンクリート造4階建
（４）床面積 5,873㎡

２ 事業の概要
令和7年4月リニューアルに向け，令和3年度に校舎改修工事の
実施設計を行い，令和4年度に仮設校舎の建設，令和5年度から
2年間かけて校舎の改修工事を行います。
＊改修工事の内容
屋上防水，外壁全面改修，教室内装改修，廊下改修，
受変電設備，空調設備の更新等

教育委員会 学校教育課

15

［15］御所ケ丘中学校校舎改修事業 【新規】

安全・安心な教育環境を整備します。

校舎の外観

重点政策①

【R3当初予算額 36,718千円】
区分 説明書

単独 P141



建築後38年が経過し，経年劣化が著しく進んでいることから，屋内運動場の大規模改修工事を行い，施設の⾧寿命化
及び教育環境の向上を図ります。

１ 施設の概要
（１）建築年 昭和58年3月（建築年数:38年）
（２）所在地 守谷市本町4325番地の２
（３）構 造 鉄骨造
（４）床面積 1,115㎡

２ 事業の概要
令和5年4月のリニューアルに向け，令和3年度に実施設計を行い，
令和4年度に改修工事を行います。
＊改修工事の内容
屋根，内外壁，床，トイレ等の改修

教育委員会 学校教育課

16

［16］愛宕中学校屋内運動場改修事業 【新規】

安全・安心な教育環境を整備します。

屋内運動場の外観

重点政策①

【R3当初予算額 17,567千円】
区分 説明書

単独 P140



現在の学校給食センター施設は昭和59年に共用開始され，平成3年度に増築，築後35年が経過し老朽化が進んでいま
す。また，調理能力の上限を約6,900食と想定していますが，将来の人口推計から数年後には必要な提供食数が上限を超
えることが予想されています。そのため，早急に給食センターの改築（建替え）を行い，調理能力8,000食規模に対応するも
のです。

１ DB（デザイン・ビルド）方式による発注
事業を早急かつ効率的に進めるため，設計と建設，施工管理を同時に
発注するDB（デザイン・ビルド）方式により，令和元年度に事業者と契約
締結し，令和4年4月供用開始を目標に事業を進めています。

２ 給食センター棟概要
・延床面積 約3,929㎡（鉄骨造2階建て）
・調理能力 8,000食／日

３ スケジュール
・令和元年度 用地取得，契約締結，設計
・令和2年度 設計（継続），杭打設，地下ピット工事
・令和3年度 本体工事，厨房設備設置，引越し，開業準備
・令和4年度 供用開始，旧施設撤去，駐車場整備

教育委員会 学校給食センター【R3当初予算額 1,658,749千円】
区分 説明書

補助 P162

新給食センターイメージ

［17］学校給食センター改築事業

安心・安全で安定した学校給食の提供に努めます。

重点政策①

17



土地区画整理事業に向けた地質調査や区画整理設計を行い，令和5年度の事業化に向け地権者で組織する土地区画
整理組合設立準備会の発足を行います。

１ 事業の位置付け
常磐自動車道守谷サービスエリアに設置検討されているスマートインターチェンジや都市計画道路供平・板戸井線の整備と整
合を図り沿道の環境や景観に配慮し，農業及び周辺環境と調和する計画的な産業系の土地利用を進めていきます。

２ 事業概要
地区面積:約60ha
地権者数:146名
事業開始:令和5年～（予定）
事業手法:市街化区域編入，土地区画整理事業
事業運営方式:組合施行・業務代行方式（予定）
用 途:産業・業務系の複合（予定）

都市整備部 都市計画課【R3当初予算額 19,998千円】
区分 説明書

単独 P113

土地利用区域図（予定）
18

［18］守谷SIC周辺まちづくり事業化支援事業
（都市計画庶務事務）

土地区画整理事業の事業化に向けた調査を行います。

守谷サービ
スエリア

守谷浄化
センター(株)明治

守谷工場

下川岸

土地利用想定区域
スマートインター
チェンジ想定区域

稲戸井調節地

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

常
磐
自
動
車
道

重点政策⑤



守谷駅周辺における円滑な交通の確保及び通学路の安全を確保し，人の流れや物流に大きな効果が期待できます。
現在，全延⾧2,620ｍの内1,783ｍを供用開始しています。

１ 坂町清水線整備事業
八坂神社付近から郷州沼崎線までの150ｍの区間の拡幅改良工事を実施します。
また，国道294号付近で流末整備工事を実施します。

都市整備部 建設課【R3当初予算額 595,536千円】
区分 説明書

補助 P129
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［19］坂町清水線整備事業

安全で快適な道路ネットワークを実現します。

重点政策①・②

県営住宅付近の工事状況



守谷駅周辺における円滑な交通の確保及び通学路の安全を確保し，人の流れや物流に大きな効果が期待できます。
現在，全延⾧1,250ｍの内822ｍを供用開始しています。

１ みずき野大日線整備事業
守谷駅周辺土地区画整理事業区域界から都市計画道路坂町清水線の
交差点部までの464ｍ区域内において，5,259㎡の公有財産購入・家屋等の
補償を実施します。

※家屋件数16件

都市整備部 建設課【R3当初予算額 408,505千円】
区分 説明書

補助 P130

20

［20］みずき野大日線整備事業

安全で快適な道路ネットワークを実現します。

重点政策①・②

用地買収箇所付近の現状



守谷サービスエリア周辺企業の物流の効率化や市内の渋滞軽減など，市内の交通の利便性が向上し，人の流れや物流
に大きな効果が期待できます。また，周辺の土地区画整理事業との整合性を図り，土地利用の推進をします。

１ （仮称）守谷スマートIC整備事業
令和8年度開通を目指し，（仮称）守谷スマートインターチェンジの用地測量及び
詳細設計を実施します。

都市整備部 建設課
区分 説明書

単独 P123
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［21］（仮称）守谷スマートIC整備事業
（市道整備改良事業）

快適な道路ネットワークを実現します。

【R3当初予算額 19,085千円】

守谷サービスエリア周辺状況

重点政策⑤



各地区に設立された「まちづくり協議会」が，住民，自治会・町内会，団体，事業者をつなげ，連携・協力することで，
地域の活性化や課題解決に取り組むことができ，市が目指す『地域主導・住民主導』のまちづくりを実現することができます。
そのために，昨年度に引き続き「まちづくり協議会」に各種支援を展開し，各地区の「まちづくり協議会」の活動をより充実さ

せていただくことで，『地域主導・住民主導』のまちづくりを加速させます。

１ まちづくり協議会活動支援分野別交付金の導入 【新規】
各地区の課題を的確に捉え実施する活動に，新たな交付金として「まちづくり協議

会活動支援分野別交付金」を導入し，財政支援の強化を進めます。令和3年度は，
「地方創生分野」の交付金を導入し，他市町村，市内他地区のモデルとなり，発展
性のある活動に対する支援をします。
※まちづくり協議会活動支援分野別交付金 3,000千円（1,500千円×2団体）

２ 地域の理想実現ミーティングの開催
各地区に設立された「まちづくり協議会」同士が情報を交換する，又は連携を推進

することを目的として毎回テーマを決めて，「地域の理想」を実現するためのミーティング
を継続して開催します。令和３年度は，「まちづくり協議会」同士に限らず，市との意
見交換も取り入れることで，地域・住民と市が一体となって地域の活性化や課題解決
に取り組みます。

生活経済部 市民協働推進課【R3当初予算額 34,952千円】
区分 説明書

単独 P56

互助輸送出発式の様子
（みずき野地区まちづくり協議会）

22

［22］まちづくり協議会推進事業

地域・住民が地域づくりに取り組むことで，『地域主導・住民主導』のまちづくりを実現します。

重点政策③



近年のデジタル化の急速な進展に対応するため，新たな組織として「デジタル戦略課」を創設し，全庁的なデジタル化への
取組を加速させ，市民の皆様の利便性の向上，効率的な事務処理による働き方改革を図ります。

１ （仮称）守谷市デジタルトランスフォーメーション推進計画の策定 【新規】
デジタル化への取組の指針となる「（仮称）守谷市デジタルトランスフォーメーション
推進計画」を策定し，デジタル化に向けた市の方向性を明確化します。

２ 業務プロセス分析調査の実施 【新規】
事務処理プロセスを分析し，デジタル化を図ることができる事務処理を洗い出し，
システムの導入やAI-OCR，RPAの活用を検証することにより，効率的な事務処
理を図ります。

３ 申請サポート，申請ナビシステムの導入
令和2年度補正予算で計上した「申請サポート，申請ナビシステム」の導入を進め，
コロナ禍における庁内での滞在時間の削減及び市民の皆様の利便性の向上を図ります。

市⾧公室 デジタル戦略課
区分 説明書

単独 P26
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［23］（仮）守谷市デジタルトランスフォーメーション
推進計画策定事業 （庁内ネットワーク運営管理事務）

「スマートデジタル王国もりや」の実現に向け，デジタルトランスフォーメーションへの取組を推進します。

【R3当初予算額 26,753千円】

重点政策④



守谷駅東口の市有地に，民間活力を導入して居心地の良い緑地等のオープンスペースと連携する商業施設を設け，市民
の様々な活動が促される公的な居場所作りを進めます。
また，当該地が求心性のある場所となることで，市内外から幅広い年代層の人々の交流や，地域の課題解決を図るような
活動が促されるとともに，守谷市の住み良さを象徴するような場づくりを目指します。

1 緑地等のオープンスペースの整備
・敷地の半分程度に居心地の良い芝生広場のような緑地を整備
・緑地以外の敷地は，民間事業者に貸し付けて，商業施設を設け緑地
と連携させた利活用を図ります。
・緑地の整備費や管理費は，貸付料収入を充当することで市の公的負担
を必要最小限とします。
現在，オープンスペース整備に向けた設計内容の精査を進めており，
令和4年3月のオープンを目指して事業を進めます。

（当該地の情報）
所在地:守谷市中央二丁目53番 他
面 積:約1.2ヘクタール
供用開始:令和4年3月（予定）

市⾧公室 企画課【令和2年度からの繰越事業費 233,376千円】

［24］守谷駅東口市有地利活用事業

令和2年度予算繰越事業として，守谷駅東口市有地へのオープンスペースの整備を進めます。

令和2年度予算繰越事業

（令和3年1月現在）
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